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おわりに―グローバル化時代の長崎で長崎の歴史的経験の研究を
世界史の新しい時代に立って、世界のすべての地域が「グローバリゼーショ
ン」の渦中にあります。今や長崎もそうした地域の一つに過ぎませんが、歴
史的経験に優れた地域として、国際的、「文化際」的な開放と交流をより積
極的、より有意義に進めておられることと思います。そこに、長崎の豊富な
歴史的経験が意識的にも無意識的にも活かされているに違いありませんが、
歴史的経験の研究成果にいっそう裏づけられることを願っています。国際文
化学もその成果から大きな裨益を受けることを願うと同時に、国際文化学の
成果が多少ともそれに役立つことがあればなお幸せです。
日本社会は、今、「グローバリゼーション」の暴風雨を受けて、混迷の度
を深めています。閉塞状況に向かっているようにも思われます。かつて、何
度かのグローバリゼーションを日本が受けて立つ先頭に立った長崎で、その
歴史的経験の研究教育が深まり、さらに人々の日常的経験が加えられ、文化
の変化に指針が示されれば、それは日本社会変革の先駆けになるに違いあり
ません。悪しきグローバリゼーションによる文化の変化にはどのよう抵抗し、
克服するか、そして、望ましい文化を生み出すかを、長崎の歴史と現在から
指し示していただくことを切望いたします。
（以上は、2014年12月20日に長崎大学で開催された「長崎大学東アジア共生
プロジェクト公開ワークショップ 越境する人と文化から問うアジア―多文
化社会の形成に向けて―」で私が行った基調講演の約半分部分の原稿に修正
を加えたものです。）
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